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「1到際ヒトゲノム計画」ThelntemauonalHumanGenomesequenC血gc01)S0血Um
、,、、,、

による、ヒトゲノムの構避琳斤が終了したとの発表はまだ記憶に新しい,。もちろんこの

構過幡斤によって明らかにされたものは、暗号化されたヒトの遺伝情報にすぎず、これ
"、,、

により遺伝情叛の意味が●碓明されたわけではない。したがって今回解新されたゲノムの
,、 、 、、

情縦が、医療などの応用分野で十分に生かされるためには、ゲノムの機ぢ艶琳斤に基づく

遺伝情蝦の「慧朱」がさらに觧明される必要がある。しかしゲノムの機"劃針斤も今や非

常な勢いで進歩しており、解明された遺伝恬報に基づく応用研究も、今後ますます進展

することだろう。

またゲノムの構造"琳斤についても、その技林洋新には目をみはるものがある。現

行の●琳斤方法では、一人のゲノムを☆琳斤するのに国家プロジェクト的規模の予算を

投じても、数午を要してしまうが、革辛斤的な技術の開発により、個人のゲノムが現

実的な費用と時間内に"琳斤されることが可能になる日も遠くはないと思われる.。

ゲノムイ倒斤の超高速化は、これまでのゲノム"琳斤とは異なったインパクトを持ってい
,、、、

る。従来のゲノム角晰は、匿名の検体からゲノムの榊迦附斤と機介劫科斤を行い、ヒトに
、、

共通すると考えられる遺伝恬報から加丙関虫遺伝子の特定を打'つたり、新薬の開発など

はじめに:ヒトゲノムの超高速解析
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1 ドラフト酉ιヲ1」山血Sequence 剣t晰結果は2000年6月26日にヲ誠され、全ゲノムの/t晰結果は20鳴
午4月 M 日に発表された

2 近い将来に、個人レベルでのゲノムの榊過1制〒を可能にするような、超高遡t晰技術の聞発が終了しつ
つあるとの恬叡を、筆者は開発の当事者から得ている。
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を打・つてきた。これに対してゲノム鯏折の超高速化は、個人レベルでのゲノム1t晰を可
能にするところから、個人に特有の疾病価向や玲冷の推定を、品W流率で可能にすると
とになる。もちろんこれまでにも「遺伝f診断」 GeneTeS血号と呼ぱれる方法で、卵

疾病関連遺伝子として特定されている造伝子dX呆有を判定するなどのことは行われてき
た。しかしヒトの全造伝市報を角琳斤してしまうゲノム鰯外斤が、個人に応用された場合の

予測仙がもっイ誹則変の商さは、従来の遺仏子稔断における仁沖可叟の比ではないものとな

本チ高では、こうした個人レベルでのゲノム"琳斤がもっ意味を、筆者の生命寸翻

ろう。

倫理学n帷見点から掘り下げてみることにしたい。

5.2 個人のゲノム解析と死の予測可能性

個人のゲノム角琳斤が可能になることによってもたらされる最大の問題点は、遺伝
的素因に基づく重大な疾病傾向弌咲論が、精度の高い確率で推定可能になるところ

にあると言ってよいだろう。

既に従来の遺伝子診断から派生する問題としても、いわゆる「遺伝子ラ袈山に起
因した雇用弌オ呆険における河沃1」益の問題が1尉商されているが(PI)ilipkosM 20OD
個人の全遺イ尉酵Rが明らかになってしまう"捌弌にあって、遺伝子識1」の問題はさら
に深刻化することだろう。

しかし恐らくこれ以上に問題なのは、iE大な疾病傾向や寿命の推定が佃人に及ぼす心
,、,、、、

理的影響である。人闇は誰でもいっかは死ぬことを知っている。しかし辿寓は、死を他

人Ⅲとし、白己の死を忘ま小とることによって、人は1+'の生活をおくっている。或いは

むしろ、自己の死を忘広「1しているからこそ、人はけ削のノW舌おくることができるのであ

ると言った方が正しいかもしれない。ハイデガー N.Heide鰐er)の呪行在 Dase血分

析を待っまでもなく、死は人剛にとっての最人の関心事であり、最も大きな恐怖の文豫

なのである征leideg今er1927)。

古代より人類は宗教を発達させ、医術を発展させることによっく、この恐怖を克
服してきた。しかし高度に科判鮒ti化した社会にあって宗教は、その非科学的な側
面のみが過度に強調されることにより、今や「死に文"る恐怖からの開放」という

本凱勺な意義までも失いかけている。また病を癒し、死の時期を可能な限り延期す
ることに努めてきた医術の進歩が、ゲノムの超高懲琳斤という先進の技術を手中に

、、、、

することにより、かえって人間の死に文十小る恐怖を決定的に増大させようとしてい

ブ
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第5章ヒトゲノムの超高速解析と生命・情報倫理

ることは、まことに皮肉で透兇的でもあると言える。
人間にとって「死の恐怖」は、何にもまして耐えがたいものである。死1栃隹にで

も確実にやってくる冷厳な事実である。しかしその時期は司礁実であるがゆえに、
人は死の恐怖と直接向き合うことから免れることができた。しかし個人のゲノム解
析は、たとえそれ力流率的なものであろうと、人に死の確実性を知らしめ、死の恐
怖と真っ向から対北寺することを迫るのである。

人間の死に文寸する恐怖をキ艮底から消し去る方怯はない。なぜなら死に六村、る恐怖
は、人間の、否むしろ生物の本性に由来するものだからである。ゲノムの機官踏琳斤
がさらに進み、超高赴琳斤技術による個人ゲノムの構避琳斤が可能になるH割弌には、
死に対する恐怖の解決をめぐって、様々な宗教や心理カウンセリングの活動が活発
化することだろう。しかしいずれの宗教でも、いかなるカウンセリングでも癒され
ることのない恐怖の中で悶え苦しみ、暗滄たる絶望の淵に投げ出される人の数は、
飛蹄りに増大することになるだろう。

電子情報ネットワーク時代のゲノム情報5.3

「国際ヒトゲノム計画」によるゲノムの構湖琳斤結果は、「人類共有の財産」と

してインターネット上に無償で公開されている3。インターネットのこうした利用法

は、貴重な知的資源の効率的な共有方法として開発されたインターネットの本来の

精神と、まことによく一致している典型的な事例であると言えるだろう。

しかしこうした公開が有意義であるのは、得られたゲノム情報が匿名の検体に由来す
、、、

るものだからに他ならない。言うまでもなく、個人のゲノム情祁がインターネット上に

漏洩したら、取り返しのつかない悲倒伯サ伏況を招くことになるだろう。個人のゲノム情

級は、個人の遺伝的素因に基づく疾病傾向や、死期の推定に関わる情報を含むことにな

る。もしこうした情報がインターネット上に漏洩したなら、それが招く当哥諸とその家

族や縁者に対する影響は計り知れないものとなろう。しかし日本弌W峠の先進諸国のよ

うに、高度に電子「誹&化した社会において、こうした情報が漏洩する可育獣生は、幾つか
、、、

の意味で非常に高いと言わなければならない。

ーつには、電子t哉Rのネ夏製が極めて容易であることからくる危険性である。ゲノ

ム・t誹&は基本的に電子「青報として言E録され、また利用される。ゲノムの"琳斤は、大

量のデータ処理を要するイ乍業であるため、当然のことながら、"琳斤イ乍業には高性能
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なコンピュータがイ吏用され、"琳斤結果は電子1静Rとして電子言己録媒体に保存され
ことになる。もちろん検体の構迦到折から得られるゲノムの一次1哉Rは、1彭大な、

ータ量にのぼるため、これをそのまま複製することは現実的ではない。し小し~炊
情報から疾病傾向や死期の推定を行った二次1哉Rは、ごく僅かなデータ量となるナ
め、これをネ夏製することは容易である。悪意ある人物の故意によるものであれ、性

幸肘幾器の操作ミスによるものであれ、電子1誹即)複製が容易に可能である以上、個
人と結ひ'ついたゲノム"豺斤の二次1誹Rが複製され1吊曳する可能幽土高いと言わな
けれぱならない。 NTT ドコモの社員が而客データを盗み出した判牛(1997年12
月)や、ソニーの関連企業が会員顧客3000人余の電子メールアドレスを、誤って

流出してしまった劃牛(2000年Ⅱ月8日)と同様のことが、個人のゲノム1青報に

関連して発生しないという保証はない。また大きな事件として報じられなくとも

今日我々の日常生活や社会生活の様々な場面で、電子「誹Rの不正なネ夏製が頻繁に行
われていることは事実である。

さらに近年ば1静R通信のネットワーク環寛が急速に充実し、様々な1哉財幾器が何

らかの形でネットワークに接続しているということt入個人のゲノム情報が漏洩す

る危険陛を増大させている。

本来、'1託R通信ネットワークというものは、どのような形式のものであっても

情報を秘匿するのではなく、・1哉Rの効率的な共有手段として考え出されたシステム

であるため、本凱りに1酵Rの秘匿性という点では1儒るな仰盾を1四ている。例えば

インターネットの標澗業境(Tcpnp)を見ると、自ホストが接続Lている同一,整路

内の情報であれぱ、"kpdump"などのネッ1、ワークツールをイ吏弔Lて、各ユーザ
のネットワークログイン・パスワード弌電子メーノレの内容を、極めて容易にモニタ

tることができる。たとえ LAN 内の基盤プロトコールが TCP征P とは異なった

種類のものであっても、ネットワークの構築や維持・管理に係わるイ乍業を苦えれぱ

ネットワーク内の情報通イ言吠況をモニタするツールが右牲しないということは到

底苦えられない。したがって同一d泌島哉内に、相応の樹朽力をもった悪意ある人物

が存在寸れぱ、個人のゲノム1託Rに係わる通信をイ劣受したり、そうした情報が蓄積

されている1哉尉幾器に侵入したりすることは可能なのである。

また最近のネットワーク環境は、ファイアーウォーノレを介して、外部のインター

ネットと樹売しているのが一般的である。このこと1,個人のゲノム情報を含め、極

めて機密性の高い内部情報が外部に流出tる可能性を高めている。

通常、ファイアーウォールは、内部ネットワークと外部のインターネット喋境とを遮
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第5早 ヒトゲノムの超高速解析と生命・情報倫理

御門・る仕組みであると考えられている。
内部ネットワークを外部のインターネット環境から隔航しているに過ぎず、両者のネツ
トワークは物朝杓には掛売しているのである。したがって、「而理」に誤謬があれば、 こ

の論加y鄭吊蹴はる断定することになるのである。
ファイアーウォーノレは、専用のハードゥエアを用いるものであっても、ソフトゥ

エアによるものであっても、基本的には内部と外部に向いた二っのインターフエー

ス間で行われる通信を、設定にしたがって制御する仕組みであると言ってよい。
のとき、ファイアーフォーノレの実装そのものにセキュリティホールがあれぱ、外部
からの侵入を許してしまうことになる。ファイアーウォールの実装にセキユリティ
ホールを発見し、内部ネットワークにイ曼入できるほどの技術力をもった者は、現実
にはそれほど多くはないと思われるが、皆無であるとも言えない。またファイアー
ウォールは、利用される組織のネットワーク環境に即して設疋されるものであるた
め、設定のミスによるセキュリティホールというものも考えられる。実際にこのよ
うなミスは、ファイアーウォールを導入し、初期設定を行う段階でば頻繁に起こり
うることである。

また、ファイアーウォールのセキュリティホールを突いて、外部からのイ支入を受
けるような高度に技休珀勺な事態ではなくとも、何らかの方法で外部のネツトワーク
と技続可能な環境下では、百靖己のソニー関連企業で見られた劃牛のように、個人の
ゲノム↑静Rにアクセスできる者の単純な操作ミスにより、機密↑哉&を外部に流出し
てしまう事故の可能性は常に否定できない。

以上のように、様々な倩報が電子化され、ネットワークを介して近心されるラ日の社
会では、個人のゲノム情叛を含め、極めて暇踏γルの高い情蛾の漏洩を招きかねかい剣牛

、、、

が、恐ろしいほどに整ってぃると言わなけれぱならない。そして個人のゲノム情祁に関
して、とりわけ重要なことは、一度でもそれが漏洩すれぱ、取り返しのっかない悲劇的
な状況に発展しうるということである。上述のとおり、死期の推定や疾病傾向に関連し
た個人のゲノム情探が第三者に漏洩すれば、重大な遺仏子差%りを招きかねない。またこ
れらの情嬢が、意図せずに本人の知るところとなれぱ、病への不彪、要な不女や、死への
恐怖をもたらすことになるかもしれない。

個人の人生に重人・な影縛を及ぼず情級の訪糊曳は、一度でも発生すれぱ、その個人にと
,、,、,、、

つて決題¥ヅd■劇の成立を意味することになる。そして個人の悲劇はその個人にとって、
1億2千万分の1や、 60億分の1の確率で発化した小・故などではなく、「一即全」であ
る自己の全人生を被う即プく事であるということを、我々は深くi街哉する必要がある。

しかしファイアーウォーノレは、言わぱ論理的に

153
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一般に我が国で見られる多くの法律n勺叢兪では、個人力珠皮る郡1」益のi平f西があま
りにも低いように思われる。先ごろも我が国では「個人1誹樹呆i劃却が成立しない

ままに「イ主基ネット」(住民基本台帳ネツトワークシステム)がスタートし、洲a
送などによる住民票コードの漏洩事故が多洗*した。もちろメゾf固人のゲノム1醐が

住民票コードと同様に扱われることはないと信じるが、イ主基ネツトの一事は、個人
の権禾リや情報に対する我が国の基本岫りな姿勢や体質を象徴しているように思われ
てならない。来るべき「個人のゲノム1誹園 H割弌に備え、我々はもう一度、個人の

価値や権禾1」の意味をキ艮底から捉え直し、大きな村会的関心を若起する諾兪を形成L

て行く必要があると言うべきであろう。

5.4

人の生命に関わる領域では、必、ずと言ってよいほど「倫理的な規定」を設けよう

とするのが昨今の通例である。個人のゲノム角琳斤が可能になった場合にも、様々な

形式で彪、ずや「倫珊見定」の制定が要請されてくることになるだろう。しかし筆者

の見る限り、これまでに存在する数多くの倫瑞見定において、「倫理」の意味が明

確に示されているものは皆無であるように思われる。そこでオ新では、筆者の観貞

ゲノムと倫理

から「倫理の意味と課題をできる限り簡明に示しておきたいと思う。

占来、倫理学の議論では、大別して、「倫理」の意味を神やイテアのような超赴X者を原
、、,、、、、,、

即として規定しようとする立場と、個人や社会のあるべき姿を理閏杓に措定するととに

基づいて規疋しようとする立場の二つが劫埒してきたと言ってよいだろう。筆者はこの

問題に対し、極めて素朴な立場からーつの解砦を与えてみたいと思う。

筆者は、人間の「1切字」への志向こそが倫理の游尿であると考えている。このこ

とは、「倫理」の原点というものを考えてみるなら、全く自然なかたちでうなずき

得るだろう。そもそも人類は、何故「倫理的思考」というものを必、要としたのだろ

うか?それは人類が奪いあい、殺しあうよりも「共存」を望んだからに他ならない。

筆者はホッブス(THobbes)と共に、素朴な自然状態での人間は、本性的に利己的

で、自己の存在と所有を何にもまして拡六しようとする傾向をもつ者であると考え

ている(HobbeS1651, chap.13-14)。しかし利己的であると同時に、理性的でも
あった人類は、まさに自己の存在と所有を陶呆するための手段として「すじ存」の道

を選び、そのための思考を働かせてきたのである。
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第5早 ヒトゲノムの超高速解析と生命・情報倫理

「倫理」を意味するギリシア語のomik'0ば、目thos(人柄)と同根であり、目所OSは

互游■勺に eιhos (習慣)に由来している仂n藤 1973,PP.377幻。さらに othoSには、
「住みか」や「住み慣れたヨづ仙といった社会性・人倫性を予測させる意味もある。ア

トテレスはこのことを受け、「倫琳勺徳」 0仇於・o at'e加に関する老察において、そリス

れは自然本卜如勺に人間が所有しているものではなく仏力S加也leS 佃N),1103a18・19)、
具イ梯勺な社会生活における実践をとおし、習慣づけられることによって形成されるもの
であるとしている仏hS切teleS 佃N),1103b14-25)。これらのことは「倫理」というも
のが、ア・プリオリな呼理弌嚇獣_戎名、の削王に由来するものではなく、共同体における人

間の社会的活動性に由来するものであるということを力辻麦していると言ってよいだろう。
古代のギリシア世界におけるこうした倫理観は、既に高度なネ士会キ櫛告が成立して

から後のものであり、これをそのまま「倫理」の游尿であるとすることはできない。
しかし、共同体における人間のネ絵"勺活動性をお力提にしてこそ「倫聖ほi意味をも
つという居想、の背景には、明らかに「倫理の原点は人間の「共存への志向」に由

来するという基太認識が含意されている。何故なら共同体の成立は、そもそも人間
の「共存への志向」を育例是にしてこそ可能になるものだからである。

人間の「共存への志向」に基づいて成立する共同体には、二っの根本的な相貌

Perspective がある。ーつは、共同体を構成する「個人」に視点をおいた相貌であ
り、もうーつは、謠固人が相互闘系において形成する吽1会」に視点をおいた相貌
である。「共存」の舞見に向けて展開される倫理n勺探求の方向陛も、具体的にはこ
の二っの相貌に従って基本的な規定を得ることになる。即ち、ーつは共同体の構成

員たる「個人のあるべき姿」にっいての探求であり、もうーつは「でb会のあるべき
姿」にっいての探求である5。そして、ヒトゲノムの超高懲琳斤技術が開発されるこ
とにより、個人のゲノム"琳斤が可能になることに伴って問われることになる倫理的
問題も、基本的には、この二っの方向性に基づいて考察されることになると言って
よいだろう。
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5

4 筆者は基村りに「道徳」 moralSと「倫瑠 e伽CSを同義語として扱うべきであるとする立場をとってい
る。何故ならmoralSのZ密原であるラテX;蔀)moSは、ギリシア語の61hoSとe仏OSを受けたものであ
り、 e伽CSのi翻原である6伽k6 もやはり、 6thoSとethoSに由来するものだからである。
このことはまた、アリストテレスによる「邦茂学」 praktik6の思恕、ともよく一→致している。アリストテ
レスの「実践学」では、『ニコマコス倫理学』を中心に「個人のあるべき姿」が説かれ、『政1台学』を中
心に「社会のあるべき姿」が説かれている。そして、大きくこの二っの探求によって「倫理学」h6enlik6
の体系が成立すると考えられている e撫崎 2001田。

ー
!
ー
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チ斗学技術と個人の決定5.5

「国際ヒトゲノム計画」とセレラ・ジェノミクス社 Celera Gen0血CS にょるヒ

トゲノムの幟烈な角引斤競争は、2000年6月26日の米国クリントン大統領にょるド
ラフト配列の"琳斤終了宣言によって、両者の同時ゴールインという劇的な終結をみ
た。またこれに先立つクリントン大統領と英国ブレア猷"との共同声明では、「と

の研究の持っ可能性を完全に邦見するためには、 DNA の塩基酉三列とその変異を含
め、ヒトゲノムに関する基礎的なデータを、世界中のすべてのWf究者が白由{こ禾朔
できるようにする彪、要がある」とされ0、セレラ社を初めとする民間企業にもヒトゲ

ノムの"引斤情報を無償で公開することを求めた。これを受けてセレラ社のクレイ

グ・ベンターネ士長は、 2000年4月6日の米下院公聴会で、白社で角琳斤したゲノム

データも無償で公開することを表明U、ヒトゲノムの"到打競争は両者の同時ゴール

インと共に、「全"引斤データの無償公開」という最善の解決を見たのである。

「ゲノム1静Rの共有」という判断は、正しく「共1字の呼J里」に則したーつの理想

的な倫理n畔リ断であったと言えるだろう。もちろんこうした判断が帰結される過程

では、様々な'駆け引きゃ葛藤があったに違いない。すでに述べたように人間は本来、

利己的な者であるが故に、全体の筋%を"動斤した米国にしても、独自に●琳斤を行っ

たセレラ社にしても、何らかのf士方で↑静Rを独占したり、自己に有利な形で1哉Rの

公開を行いたいという思いがなかったとは到底苦えなれない。しかし米国にしても

セレラ社にしても、恐らくは他の様々な自己利益を熟苦した結果、,「静Rの公開、即

6 2000 イ「 3 」I M 11 (11111〕:/<玲mlb.飢al(、.郷)VA01)1(・avglobn1小101ρCh/(川031101.hⅡn)。
加上け折1剖の縦逃によると、同1、11]われた个米利ツリ断村メダルの衷彰式で、クリントン火M1洲土、「ゲノム
は人の41.命の寸べてが・,斗き込まれた木であり、人苑リ畔丁の財産だ」と述べたとされている
(h111)//wwwma1111(.hl(カ.】Pん、y(ゾ仏nlur〔ゾdola11κ/噸jH、nc(ゾBⅢ/200Ⅸ〕;y15-3 h11nl)。しかしΥモ名のiⅢ弁モでは、

何十げ鼎蛸の帳道以夕Hこは、この表彰式でクリントン火統領が述べたとされている高菜を佛1志寸ることが
てきなかっえ、ただし6j]261]にホワイト<ウスで行われたクリントン火絖領の会見には、符1星1叫線
を通じてブレア首祁も参加し、「ヒトゲノムという上イil!が蹴土、令ノ＼判!に11ξ通d叫酬,W)ために、
内山にイ却1-1される必要がある」ど心べており、またこの公兄に1司j吊した米1ΠヒトケノムU拶盲折Ⅶ10
Na110na111Uman Gonom01{〔!印nychln、1ⅡUI0 のコリンズ1W し什Υ}0Ⅱlnρは"苛多d)1卞で、ゲノムにつ
いて「ヒトの生命に没上}、る木」{h01川man1川okof11仏という太呪をイ刈Uしている
h111〕//clmlon3 nara σOV八VH/1C(〕P/0ゞΠⅥ11mvo0628 2 hln11。

我が岡では、ヒトゲノムを「ノ＼判dt右の則産」だとしたり、「生命の木」だと11乎ノVだのは、クリントン大
統何!であるとされているこ●が多いようだが、村、見では、これらのぎ柴が剛1亥的に躍逃される小で、ク
リントンノ薪硫鎚白身によるものと見なされるようになった河能性も否定できないのではない小と片えて
いる。ただU愉,祉の加1Ξ1所1Ⅱ1による縦道は、 3ナ115 11村1ル)1ψ〕となっており、この縦通が」上靴な1ψ)
であれぱ、ゲノムをめぐるこれらの「タ,寸」についてのlh来を伝える貴爪な1,'iW椋であるということに
なる。

7 h111〕://WWW.nlKl goV小onrmgV20(川小Umg(、n hlm
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第5章ヒトゲノムの超高速解析と生命・情報倫理

ち↑青報のすじ有という理想的な判断に帰着したのであろう。
、、、、,、、、

全人類によるゲノム恬報の1哘という判断は、あるべきネ士会■畔1」断の典型的一例であ

ると言えるだろう。そしてこの一事は、高度な科学技術に係わる倫理的な判断のあり力
にっいても、極めて重要な加唆を含んでいると言ってよい。先に筆者は、倫理的思考の
根木;果匙1は、1熔の実現に向けた「個人のあるべき姿」と「社会のあるべき姿」の両面

、、、,、、、,、,、

を探求することにあるとしたが、ゲノム情級の共有が、高いレベルでの政冶的・社会的

判断として示され、問題の決着が図られたということは、一般に高度な科学櫛行に係わ
る問題への対処は、個人の半1Ⅲ捌こイ壬せるのではなく、政冶的・社会的判断に基づくべき

であるということを示唆していると言ってよいだろう。換言司、れば、局度な科・判支術に

係わる問題は、個人に責任を帰する方向で対処を求めるのではなく、社会全体の問題と

して、これに対処する必、要があるということに他ならない。

言うまでもなく、高度な科学技術に関連した問題に適切な対処を講じるためには、

極めて高いレベルでの知識や技術が必、要である。しかしこうした矢酷哉や技術を、各

個々人に求めることは不可能である。その一方で科学技術に起因する問題は、一般
に広範に及び、個々人に与える影響も大きいことが多い。したがって科学技術に起

因した問題には、村会全体の責任において、言わば政冶的な判断に基づく適切な対

処がまず求められることになるのである。

しかし、とりわけ民主主義の社会にあっては、最終的には各個人の責イヨこイ壬せら

れるところも大きいことを忘れてはならない。何故なら民主主義の社会では、如何

なる政冶n畔1」断を下す社会を構築するかは、ひとえに各個人の政冶意識と政冶0勺1テ

動に推卜かっているからである。

また科判支術化した社会とい躰見点から見ても、最終的に個人に求められるところは

小さくない。何故なら科判支術化した社会が、如何に制田人の能力差を吸収するかたち
、、、、、、、、,、

で矧桁されようとも、呪実には完全な能力差の吸収は不可能であり、庁常生活の様々な

場而で要求される判断に際し、樹固人が自己の椛利と利益を最大限に保持しうるために
、、,、

は、高度なとまでは言わないまでも、科学痴荊化した社会に刈応した適例な知識と技術

が必、要だからである。

ゲノムの超高遡琳斤技術の契見によってもたらされるであろう「個人のゲノム情

幸園 H割弌においても、個人とネ士会のあり方をめぐり、基本的には同様のことが言え

るだろう。

個人のゲノム情報は極めて重要な個人情鞁である。したがってこの恬扱の扱いは、最
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戸
,

kawanoak
長方形



158

終的には個人の判断に仟せられなければならない。しかし既に指捕ルたように、個人の
ゲノム情桜には、遺伝的素因による疾病を治療したり、発症を予防するための重要なド
蹴が含まれると共に、その遺伝的疾忠に刈するt剖寮法力洲1!立していない場合には、当人

にネ治ゐ病や死止剣1ら急怖をもたらす可能性も含まれているということを忘れては
ならない。そして「個人のゲノム恬轍」というものを初めて千にすることになる多くの

人々にとって、こうした両刃の剣とも言うべき恬轍がもっ意味の二重陛が内明であると
は言い鄭い。しかも、死期のN心実性を拠りどころにして目常生活をおくることに慣れ

てきた我々多くの者にとって、自己の死と直按向き合うことの苦しみは、すでに想像の

域を越えてぃる。また「電子化された恬轍の他偸陛」という点に関してですら、これを

、、,、、、、、、

i街哉している人の数はそれほど多くはないだろう。

それ故我々は、たとえ最終的には制固人の判断に拠るべきものであるとしようと

他の科学技術に起因する諸問題と同様に、「個人のゲノム'「哉R」にっいても、室L会

のシステムとして個人の育助差を可能な限り吸収し、十分な思量の後に各イ固人が適

切な判断を下せるような環境を整備しておく必、要があるのである。これには、個人

のゲノム角琳斤における積極的価値を客観的にi平f西するシステムはもちろんのこと、

電子イヒされた1静Rの郷貪性や人間の死に文十小る恐怖も含めた、個人のゲノム角琳斤に
伴うりスクのi平f西や、人々に「個人のゲノム「哉R」というものに関する動¥の1散底
を図る教育的システムの構築など、様々な課題が考えられる。

おそらく、こうした■拠頁の洗い出しど岬次策の検ミ寸には、ハバーマス(J.Habermas)

が推奨するような「公の哩性的な討i靭をへることが最も理想的な乎段であると言える

だろう。なるほどしぱしぱ指摘されるように、呪実の社会システムは極めてネ以堆な諸機

能の連関となっており(Hab田・mas/LU1血a血 1971-1973)、ハバーマスが想定するよ

うな「公共凶」硫entⅡChkeit の形成は非常に困鄭焚あるように思われるかもしれなしゞ。

しかし、到兇1的な公共鬮の形成が不可能であったとしても、問題の重要性を認誠する者

が様々な機会を通じて社会的関心を1喚起し、公共1Υヅ飾薪兪の品揚を図ることは可能であ

る。

現実の世界では、社会のi齢1」度が、鴛比判な経済的合理性や一部の偏狭な政冶的
意図に基づき、公の理ト"婚寸議を十分にへることなく決定されていくことが多いよ
うに見受けられる。「個人のゲノム1静側をめぐるi齢1」度については、この問題が

個々人に与える影響の大きさから見ても、決してこのように不幸な過程をへること

8 <バーマスの言う「公共圈」 0ⅡCn1上Chkei1 とは、身っ)や卜甥リに1矧系なく、文化や政治などについて白由
に剖倫できる社会的空冏のことである(Haberm那1962)。

,
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第5章 ヒトゲノムの超高速解析と生命・情報倫理

になってはならない。そのためにも、個人のゲノム角琳斤が可能になろうとしている
あらゆる手段を講じて、この問題に対するネ士会的関心を早急に高めて行く彪要今、

がある。

しかし、「個人のゲノム1誹R」をめぐるネ」会の諸市リ度が如何に理想的な姿で整備

されようとも、この問題に関連して個人に求められる責任の度合いがゼロになると
ことはあり得ない。既に指摘したように、民主主義の世界にあって、如何なるし、つ

政冶n胖11断を下す社会を望むかは、名イ固人の政冶的な意識と行動に牲卜かっている。
また、個人のゲノム角琳斤が可能になるH割弌には、各人が不治の病や死の問題に正面
から向き合うことを要求され、言わば各人が哨分の死」に対する心の備えを必要
とすることにもなるだろう。

5.6 技術と理性

古代のギリシア人たちは欧側の根本的対象として、「真」alotheia'「善」 maξathon'
「美」勿ka1伽という三っの基本概念を措定していた。アリストテレスはこれを受け、
「真」なるものにっいての知S卯ん会を探求する領域を「瑪兪学」 meづルhス0とし、「善」

なるものにっいての知PhmnoSおを探求する領域を「実践学」 prak'ιik゛とし、「美」な
るものにっいての知(術) techl?0を探求する領域を「伶Ⅲ1学」 P0ルtmス'0として、これ
らを「哲学」即ち「学問」を構打戈する三っの基本領域とした。テクノロジ「姶Clm010釘
としての「科判支休i」の淵源ば、この「制竹学」のうちにあると言ってよい。
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9 筆者は基本的に日本弓吾の「科=笥支術」を、"駕lenm如dteC1皿010gy'に知心するものとしてはイ吏用せ
ず、,,teclm。1。貿y'に対応するものとしてイ吏用する。何故なら日本i吾の語感から言って、呼斗・ト技休i」とい
う表現は、通常畔斗学Y妖戯に裏づけられた技術」ないしは「科告粕会幟に基づく技術」を意味してお
り、これはteclm010套y の語源であるギリシアi蔀)1eclm010琴iaが意味するところとー,女ナるものだから
である。'▲_

ギリシアi蔀)船C1Ⅱ101哩aは、本才高第6節でi輪兇するように、「技術」を意味するleclm6 と、「言蜘や「宇宙の根本原瑠を意味する10goSから成っている。古代のギリシア世界においてleC1Ⅱ1010晉iaは、言
葉としての1。g。Sの振る鴛いを自在に操る痴杼techn6である「文怯」の体系的な却識を.恩味する語であ
つたようである。しかしこの語がteclm010別の語源となっていることの、、最には、10号OSの言葉として
の一面だけではなく、「宇宙の根本呼」里1 としての10goSが、言わぱ技犲iteclm6 をノ1して自己を開司す
るという意味も同時に潜在していたことは確力、である(Arist0也leS佃1゛)11如a8-10)。そして「宇宙の
根本呼J里1 に関する知が今日の呼斗学」であるならぱ、1eclm010gla と1才正しく「科判勺会戯に爽づけら
れた櫛1〒」に他ならず、これは日本i吾の「科井敏術」がもっ意味と全く一致するものであると言ってよ
いだろう。なおここで言う呼斗学」とは、「人文科学」「社会科学」珀然科学」の全科芋を含力ものであ

これに対してkienΦal)dteclm010gy'という表現は、敢えて言うならぱ、「科学」と「科・ト技術」とい
ーー_.=.』_、,t'.、'LI.,、

う二っの知的営みを0妙1」しているものであり、これを」述のような意味をもっ日粍吾の「科÷才支術」と
伺一視することには、問題があると言わなければならない。
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聯1捫学」を意味するギリシア語のP0ル危0は、「制作」ないし岡汀均を意味する
Pa1ぞSIS から派生している。また Pω谷蝕0 という語は、 h目 Pω谷ιik'o techl?谷(t、
船C1血que[art]ofpoe加)の短縮形としてもしぱしば使用されるように(A血加艶喩
(PO.) 1"7a8.)、元来「櫛杼」 teC加目との係わりが深い。さらにP0ルSおは疇訶乍」を
意味することもあり、またh百P0ル蝕目加Chn戸は、文字通り「詩作の技術」でもあると
ころから川、「缶叶戸学」即ちPoj谷危谷は、「言葉」としてのノ0goSとも極めて鬪系力深し

のである。そして今日我々が「科学技術」と呼ぶところの"也Clm010§y'は、ギリシアヨ五

の teC五120/ogaから来ており、 tech120/og五は、

techn谷とノ0ξ'OSから成る合打婦吾であるということを見るなら、 teclm010gy と古代ギリ

シアのPωぞ危臣即ち「卸rド学」との深い結びつ劃才容易に看取さ才q昇るだろう。

techno/0'7h という語は、しかし、古代のギリシア'W外では、「言葉」としてのノ0gos
や、晴舸乍の技中行」としてのhop0ル危゛techl?目との段垪系で意す哉されることが強かった

ためか、一般的には「言葉を自在に操る技術としての文法の体系的な知幟」を意味して

いたようである。しかし既述のとおり、曙寺イ乍」を意味するh目P0ル蝕百が、元来は「制

作」や「4丁莖」を意味するPω印おから来ていることからもうなずけるように、とれら

の語七係わりの深いtech12010ghが、今日のteclm010部と意味の上でも疹接に速関して

いることは科'かである。

また「制作学」としてのP01谷危目が、「美」なるものについての知鮴i) tech11゛を探

求する領j或であることからも、晞1」作学」 P0ルιik'0とteclm010部の関連陛をかいま見る

ことができる。一般にteclm010gyの世界では、ただ闇雲にある目的を契見するための技

術が開発されるのではなく、よりスマートで洲東された技術の実卵山§好まれる。ここに

は確かにC占イ弌のギリシア的な美の観念と通じるところがある。「美の最も重要なj隣Hは

秩片:と均整と限定性である」というアリストテレスの言葉からも伺われるように

(A山加teles Netaph)1078a36・bl)、古代のギリシア世界における美の観念は、今日

の我々が連想するような"揃勺で感覚的な要素よりも、割見的で数学的な均整や薪斯を

^

第5章
ーーーーーー

重視するものであったと思われる。このような点から見ても、古代ギリシアの晞噺乍学」

Pa1谷危目が、今日の加Clm010gyと深く結びついているということは、うなずき得るであ

ろう。

言うまでもなく「ゲノムの超高迦岬新技中行」は、呪代テクノロジーの枠を集めたク毛進

科学技術の結晶である。村高の考察で筆者は、この技術が実工見することに伴って老えら

れる幾つかの問題点にふれてみたが、他にいかなる重大な問題がこの技術の実現に秘め

られ"
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られていようとも、我々はこうした技術の開発を決してFa[ヒすることはできないだろう。
何故ならゲノムのイ4晰技術に限らず、およそ科学技術の進歩というものは、本則勺に、

、、,、,、,、、、

技術の発展を迫及しようとする人問の本陛的な欲求に深く根ざしているものだからで
ある。古代のギリシア人たちが、真・善・美という三っの根稔、を、劣躰的には相亙に還

元可能なものとはせず、それぞ箱虫立したものとして老えていたことの背景には、これ
らの槻念に対応した人間の根本的な欲求や傾向性に関する彼らの深い洞察がある。古代
のギリシア人たちが、「美」の実現をめざす才鄭lt1加C加目の追求を、人問の本↑"勺な傾向

性に根ざすものとして捉えたように、科学技術の発展も、それを追求しようとする人問
の根村勺な欲求に深く根ざしているのである。

また技術の追求には、一種の1宍楽的な喜びが伴うということも忘れてはならない。

多少とも技術開発というものにイ逹事したことのある者なら、誰にも覚えがあるよう
に、その開発が如何に困難で、数々の問題やi果題を解決しなけれぱならないもので
あろうと、否むしろ、こうした困難に直面し、その克服に澁頁していることこそが、

多くの場合、その当事者には苦しさと共に、言いようのない喜びの源でもあるので
ある。このような場面で、技術の開発は、既に外部の目的を達成するための手段で
はなく、往々にしてその開発自体が自己目的化しているとさえ言えるだろうⅡ。

さらに科学技術の発展は、人類の歴史が如実に示しているように、軍事弌経済活

動とも結びっきやすいため、1削くな予算や授資による開発資金の注入を受け、強力
にキ飼隹されることもある。しかも技術の開発は、上述のように、そもそも人問の本

性的な欲求と強く結ぴ、'ついているものであるため、莫大な資金によって理想的な開
発環境が与えられるような情況下では、理陛を従属せしめ、その目的がもっ性格に
は盲目となり、人類のもてる全育助を従えて盲進することさえあるのである。

言い換えるなら科学技術は、目的の如何を問わず、ひたすら発展しようとする本
性的な傾向陛を持ち、その発展に際して理陛のイ吏用は、しぱしぱ従属的なものとな
るが故に、理陛に基づく人間の主体性が意味を喪失する可能性があるというところ

に、科学技術の本凱勺な問題があると言ってもよいかも知れない。、1辨1的な喜びが
伴う科学技術の開発に、非1宍楽的な理性の自立n勺f吏用がどこまで主体性を維持しう
るか、科今鮭支術をめぐる問題は、全てがこの点に掛かっているのである。

テクノロジーとしての科学撫1呪才、」二述のように、ギリシア語のιeC五12010g会を§酎原

としてもち、 teC加0/0部aは呼逝行」を意味する teC加目と、 10goSという言葉から成っ
ている。そしてノ0goSには「言葉」とい勢点味と共に、晞倫理」や「宇宙の根本岬理」と

Ⅱ筆者は、その4W型例としてのインターネッ Nこっいて論じた閑崎 20olb)。
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いう意味がある。即ちteC加010即hには、「言葉の技術」や晞命皿の技術」といった意昧
とともに、「宇宙の根本呼理」としてのノ0goSが、斗鄭斤」を介して自己を閉示するとい
う意味も秘められているのである。

この小論で論じたように、「ゲノムの超高逸儁斤」というテクノロジーが人類に与える
昂野畔は小さくない。これまでにも多くのテクノロジーをめぐってしばしば繰り返されて
きたように、このテクノロジーが杜撰な政乗弌如i狄な経済合理性に従って利用されるな
ら、人炎凱よ、またその歴史に不幸な1ページを加えることになるだろう。今、正に現実
のものとなろうとしている「ゲノムの超高遍岬析」というテクノロジーが、悪しき軍事

舶勺や、市場経済というりバイアサン 1βⅥat11anの飢食になる前に認、人類がもう一度
ギリシア的なteC加0/oghの精神に立ち返り、「宇宙の根本原理」としての10ξOS基づく
呼鄭付」の行使という視貞を自覚的に取り戻すことを、筆者1蛎貞うぱかりである。
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